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25月 

平成14年

12月4日(水)に岡垣中央幼稚園のサンタ姿のかわいいち

びっこたちが恵まれない人や困っている人のために役立て

てくださいと、歳末助け合い募金を役場にもちよりました。

保護者は「一人ひとりの思いやりの気持ちが社会をつく

るという事が子どもたちの胸に届けばと願っています。」

と話してくれました。
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サーバー室イメージ

駅前情報センター施設（ＪＲ海老津駅から見たイメージ図）

◆駐車場・駐輪場

来場者用に6台分の駐車場と9台程度の駐輪場を設置します。駐車場の１台分は障

害のある人が、安全に乗降できるように通路を確保しています。このスペースを利用

して様々なイベントができます。

◆機械室

施設を維持するための設備機械室を設置します。

の主な機能1階

の主な機能2階

前
情
報
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
で
、ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
？ 

駅 駅 駅 

『
広
報
お
か
が
き
』
11
月
10
日
号
で
は
、
駅
前
情
報
セ
ン
タ
ー
の
4
つ
の
機
能
と
役
割
と
し
て
、
①
地

域
活
性
化
の
拠
点
施
設
機
能
、
②
行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
機
能
、
③
交
流
・
ふ
れ
あ
い
・
に
ぎ
わ
い
創
出

機
能
、
④
地
域
情
報
化
の
拠
点
施
設
機
能
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
具
体
的
な
施
設
の
内
容

と
町
内
全
域
で
の
み
な
さ
ん
の
活
用
事
例
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

◆サーバー室・調整室

情報センターの中枢部分として、学校や各施設を結ぶ回線の接続や

情報集積やサービスを行うためのシステム管理機器を設置する場所と

してサーバー室と、それを管理するための調整室を設置します。この

2つの部屋は、情報の集積場所として、厳重な情報管理対策を施します。

中心市街地活性化に向けての第一歩 
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■特集 「中心市街地活性化に向けての第一歩」

証明書自動交付機・利用者端末イメージ

コミュニティホールイメージ インターネットコーナー・物産展示コーナーイメージ

各情報提供コーナーイメージ

の主な機能3階

駅 駅 

◆コミュニティホール

海老津駅を利用する人やセンターを利用する人がく

つろぐことができ、また、大型ディスプレイで、映像

広報、観光情報、商店街の情報などを映像で紹介しま

す。

◆行政情報・観光情報提供コーナー

現在の東部出張所を移転し、住民票の写し、印鑑証

明書、戸籍、各種税証明書の発行と、行政相談を行い

ます。

また、観光パンフレットなどの配布も行います。

◆国際交流情報提供コーナー

海外留学や交流、ボランティアなどの情報提供や、

研修室を活用した語学講座や国際交流事業などを行い

ます。また、パスポートの代行申請受付なども検討し

ています。

◆自動交付機・利用者端末コーナー

諸証明書が発行できる｢証明書自動交付機｣、公共施

設の予約や図書の貸出予約を行える｢利用者端末｣を設

置します。

◆インターネットコーナー・物産展示コーナー

身近な場所でＩＴ(情報通信技術)に直接触れ親しむ

ための場所を提供します。観光、レジャー、産業、福

祉など、必要な情報が取得できます。

また、岡垣町の特産品の展示販売を行います。
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み み ◆マルチメディア体験コーナー

パソコンを使った映像編集や画像の加工体験など、

各種ソフトを使って子どもから高齢者まで気軽に情報

通信技術に触れ、体験しながら学べます。

◆研修室1

パソコンで、みなさんや商工業者、ボランティアな

どの各種団体が、自主的に情報発信を行っていくため

の支援として、ホームページの作成研修などの高度な

研修室として利用できます。

◆研修室2・3

研修室ごとの利用もできますが、2つの研修室を合

わせた大きな研修室としての利用もできます。ここで

は、情報通信技術の初歩的な研修や、遠隔でのテレビ

会議や公演、講習会を行うことができます。

◆会議室

国際交流事業の会議やボランティアとの打ち合わせ

など、あらゆる場面で広く利用できます。

◆スタジオ

ビデオや画像の編集・加工を行える編集機器を設置

し、みなさんが必要に応じて利用できるようにしてい

ます。また、商工業の情報や観光情報など、様々な画

像や映像情報の作成も行い、町内外に向けた情報発信

ができます。

の主な機能4階

の主な機能5階

マルチメディア体験コーナーイメージ

スタジオイメージ

会議室イメージ
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■特集 「中心市街地活性化に向けての第一歩」

「駅前情報センター（仮称）」と地域ネットワークイメージ図

総合行政ネットワーク
（LGWAN）

利用者端末

遠隔相談 情報センター4つの機能
①地域活性化の拠点施設機能
②行政窓口サービス機能
③交流、ふれあい、にぎわい創出機能
④地域情報化の拠点施設、情報受発信機能

利用者端末等
ディスプレイ

パソコン

主要公共施設

道の駅・岡垣パーキング
（将来構想）地域イントラネット（町内のネットワーク）

各小中学校

住民・町外者

インターネット網

ISDN・ADSL・公衆回線・各種専用回線

大 学

双方向公開講座等
購買活性化支援

農漁業者・商工業者

行政事務の電子化

公開情報提供

役 場

経営支援行政・生活支援サービス

インターネットプロバイダ
（インターネットへ接続サービスを提供する団体）

利用者端末

観光・購買活性化支援

パソコン

ん
な
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 
み み み 

町
内
の
主
要
公
共
施
設
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
ま
す

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
接
続
し
ま
す

駅
前
情
報
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）は
、
情
報

の
集
積
と
発
信
を
集
中
管
理
す
る
た
め
の

情
報
拠
点
施
設
で
す
。

こ
の
情
報
セ
ン
タ
ー
と
合
わ
せ
て
町
内

の
主
要
公
共
施
設
15
か
所
を
光
フ
ァ
イ
バ

を
使
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
ま
す
。（
整

備
に
あ
た
っ
て
は
、
情
報
セ
ン
タ
ー
施
設

と
町
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
最
小

の
費
用
で
整
備
す
る
た
め
、
国
の「
地
域

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備
事
業
」

の
補
助
事
業
を
活
用
し
ま
す
。）こ
の
光
フ

ァ
イ
バ
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て

情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
町
内
各
公
共
施
設
、

学
校
へ
向
け
、
映
像
広
報
・
観
光
情
報
・

商
店
街
、
商
店
情
報
、
学
習
教
材
な
ど
の

情
報
を
映
像
情
報
と
し
て
簡
単
に
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
学
校
に
お
け
る
交

流
授
業
な
ど
で
双
方
向
性
を
持
っ
た
情
報

の
受
発
信
が
可
能
に
な
り
、
よ
り
多
く
の

住
民
の
人
が
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
利
用
環
境
の
充
実

と
情
報
化
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
情
報
セ
ン
タ
ー
や
各
公
共

施
設
、
学
校
で
情
報
を
取
得
し
た
り
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、
町
内
と
併
せ

て
、
町
外
に
向
け
た
情
報
発
信
と
し
て
光

フ
ァ
イ
バ
と
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の

接
続
が
必
要
で
す
。

駅
前
情
報
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）は
、
こ
の

町
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
の
接
続
点
で
も
あ
り
ま
す
。
高

速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
に
よ
り
、

情
報
セ
ン
タ
ー
や
公
共
施
設
で
は
、
動
画

を
使
っ
た
町
外
あ
る
い
は
海
外
と
の
交
流

や
企
業
の
遠
隔
会
議
の
実
施
、
高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
に
よ
る
情
報
通
信
技
術

の
普
及
促
進
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

町
内
小
中
学
校
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

環
境
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

駅前情報センター（仮称）
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前
情
報
セ
ン
タ
ー
何
で
も
Q
&
A

駅 駅 駅 
Q1

A1

どんなときに使えるの？ どんなときに使えるの？ 

　パソコンの研修や講習会などは、通勤・通学の人が利用しやすい時間
帯で行います。また、インターネットコーナーやコミュニティホールは、
通勤・通学時の待ち合わせ場所や、買い物途中の休息の場所として、だ
れでも気軽に利用できます。 

就職情報などを調べることができますか？ 

お祭りなどのイベントがありますか？ 

子どもたちは、どんなことに使えるの？ 

施設はいつから使えるの？ 

情報センター以外の場所でのサービスはないの？ 

町からの情報発信は？ 

Q2

A2

いつ使えるの？ いつ使えるの？ 

　多くのみなさんが利用できるように、通勤・
通学などに合わせた時間帯に開館します。 

Q3

A3

行政相談や証明書が取れますか？ 行政相談や証明書が取れますか？ 

　東部出張所を移転しますので、窓口で住民票の写し・印鑑証明書・各
種税証明書・戸籍などを交付できます。また、自動交付機で証明書を取
ることもできます。役場と駅前情報センターを結んで、直接健康相談や
納税相談ができます。 

Q4

A4

グループ活動に利用できますか？ グループ活動に利用できますか？ 

　ボランティア団体・商工業団体などの打ち合わせや、生涯学習団体の
みなさんの講習会や会議などに、利用できます。また、各団体の活動状
況の紹介や会員募集をホームページに掲載することもできます。このよ
うな情報発信をみなさんが自主的に行っていけるようにホームページ作
成などの研修も行います。 

Q5

A5

サンリーアイの図書を借りることができますか？ サンリーアイの図書を借りることができますか？ 

　みなさんが、サンリーアイの図書を身近に利用できるように、利用者端
末で検索予約を行い、通勤通学の途中に図書を貸し出せるようにします。 

Q6

A6

インターネットの使い方を教えてもらえますか？ インターネットの使い方を教えてもらえますか？ 

　気軽に窓口に問い合わせてください。また、操作の方法がわからない
人には、インターネットの講習会などを行います。 

Q7

A7

外国の人と、どうやって交流するの？ 外国の人と、どうやって交流するの？ 

　国際交流協会が行う英会話などの教室やイベントを通して、外国の人
との身近な会話や交流ができます。 

み
な
さ
ん
の
要
望
に
、

こ
の
よ
う
に
お
こ
た
え

し
ま
す
。
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■特集 「中心市街地活性化に向けての第一歩」

駅 駅 

●
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
①
名
称
と
そ
の
理
由
②
住
所
③
氏
名
、
④
年
齢
、
⑤
性
別
、
⑥
電
話
番
号
を
記
入
し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
メ
ー
ル
で
募
集
の
場

合
は
、
①
〜
⑦
を
記
入
し
、
下
記
の
ア
ド
レ
ス
ま
で
）

●
応
募
先

岡
垣
町
役
場
情
報
推
進
課
（
〒
8
1
1
―

4
2
3
3
福
岡
県
遠
賀
郡
岡
垣
町
大
字
野
間
6
9
7
番
地
1
）

●
応
募
締
切
日

平
成
15
年
2
月
28
日（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）

●
賞
・
賞
品

最
優
秀
賞

1
人

岡
垣
町
の
特
産
物
詰
め
合
わ
せ
と
岡
垣
町
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
Ｃ
Ｄ

優
秀
賞

2
人

岡
垣
町
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
Ｃ
Ｄ

●
選
考
・
発
表

選
考
は
、
選
考
委
員
会
が
行
い
厳
正
な
審
査
の
上
、
決
定
い
た
し
ま
す
。
発
表
は
4
月
に｢
広
報
お
か
が
き｣

で
行
い
ま
す
。
選
外
の
通
知
は
行

い
ま
せ
ん
。

※
採
用
作
品
の
一
部
は
、
広
報
活
動
に
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
作
品
の
著
作
権
を
岡
垣
町
に
譲
渡
す
る
も
の
と
し
、
こ
れ
か
ら
発
生
す
る
す
べ
て
の
権

利
は
岡
垣
町
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

問い合わせ

情報推進課情報政策係へ

zyoho@town.okagaki.fukuoka.jp

｢

駅
前
情
報
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」の
愛
称
募
集

どんなときに使えるの？ Q8

A8

就職情報などを調べることができますか？ 就職情報などを調べることができますか？ 

　ハローワークや町内の商工業者の求人情報をホームページ
から得ることができます。また、病院が休みの日などに急に
病気やけがなどをした人は、自宅のインターネットや最寄
りの公共施設に設置している｢利用者端末｣で緊急時の病院
を探すことができます。 

Q9

A9

お祭りなどのイベントがありますか？ お祭りなどのイベントがありますか？ 

　地元の商工業者・農漁業者の人と連携した朝市やＩＴ
フェアーなど、様々なイベントの開催を計画します。 

Q10

A10

子どもたちは、どんなことに使えるの？ 子どもたちは、どんなことに使えるの？ 

 各小学校・中学校の交流授業などで駅前情報センターの
施設を利用できます。各学校では、授業
に必要な教材などの情報を得ることができ、
休日には子どもたちの遊び場所として、
マルチメディア体験コーナーやインター
ネットコーナーを利用できます。 

Q11

A11

施設はいつから使えるの？ 施設はいつから使えるの？ 

　施設の利用は、平成16年4月から利用できる予定です。 

Q12

A12

情報センター以外の場所でのサービスはないの？ 情報センター以外の場所でのサービスはないの？ 

　東部・中央・西部公民館・サンリーアイ・いこいの里・武
道館などに設置している利用者端末から、駅前情報センター
同様の情報検索や図書の貸し出し、施設予約ができます。 

Q13

A13

町からの情報発信は？ 町からの情報発信は？ 

　行政情報として健康診断や母子手帳の交付、国民健康保
険や介護保険などを受けるための手続き方法、まつり岡垣・
人権講演会などの町の行事や、地域の情報としての町内の
名所・旧跡などの観光・祭、イベント情報などの多彩な情
報を提供していきます。 

いつ使えるの？ 

行政相談や証明書が取れますか？ 

グループ活動に利用できますか？ 

サンリーアイの図書を借りることができますか？ 

インターネットの使い方を教えてもらえますか？ 

外国の人と、どうやって交流するの？ 
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岡垣町を取り巻く市町村合併に関する状況についてお知らせします 
現在、全国各地で市町村合併に関する合併協議会設置を求める住民発議が行われています。
『広報おかがき』11月10日号・12月10日号でお知らせしましたように、岡垣町で遠賀
郡3町（岡垣町・水巻町・遠賀町）合併協議会設置を求める住民発議が行われ、また芦屋
町においても、遠賀郡4町合併協議会設置を求める住民発議が行われています。今回は、
住民発議制度の概要と岡垣町での住民発議の経過などを中心に岡垣町を取り巻く市町村合
併に関する状況についてお知らせします。

平
成
7
年
3
月
、
市
町
村
の
合
併
の
特

例
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
っ
て
、
合

併
協
議
会
設
置
に
関
す
る
直
接
請
求
制
度

（
住
民
発
議
制
度
）
は
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
そ
れ
ま

で
の
行
政
主
導
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
住

民
や
団
体
な
ど
の
立
場
か
ら
も
市
町
村
合

併
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、「
自
主
的
な

市
町
村
の
合
併
を
推
進
す
る
」
象
徴
的
な

制
度
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ

の
制
度
の
概
要
を
図
に
す
る
と
、
図
①
の

と
お
り
で
す
。

解
説

合
併
協
議
会
と
は

合
併
協
議
会
は
、
合
併
を
行
お
う
と
す

る
市
町
村
が
、
合
併
す
る
こ
と
自
体
の
可

否
も
含
め
、
①
合
併
の
た
め
の
諸
条
件(

合

併
協
定
項
目)

、
②
合
併
後
の
市
町
村
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン(

市
町
村
建
設
計
画)

を
協

議
す
る
組
織
で
す
。
こ
れ
は
、
地
方
自
治

法
第
二
五
二
条
の
二
第
一
項
お
よ
び
市
町

村
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
も
の
で
、
設
置
に

あ
た
っ
て
は
、
関
係
市
町
村
議
会
の
議
決

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
11
年
に
遠
賀
郡
4
町
で
設

置
し
て
い
た
任
意
協
議
会
は
、
右
記
法
律

に
基
づ
か
な
い
文
字
通
り
任
意
の
協
議
会

で
、
法
的
手
続
き
や
協
議
す
る
内
容
・
範

囲
が
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
一
般
的
に
法

定
協
議
会
へ
の
移
行
を
判
断
す
る
協
議
を

行
う
場
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

(

注
１)

付
議
と
は

町
議
会
に
対
し
、
議
案
と
し
て
提
出
し
、

審
議
す
る
こ
と
。

(図①)
Ａ町住民

Ａ町選挙管理委員会

署名の審査・縦覧・
有効署名数の確定

Ｂ町議会

合併協議会の設置

Ｃ町議会Ａ町議会

Ａ町住民
請求代表者

署名の収集
有権者の1/50以上の署名

合併協議会設置請求
各議会へ付議するか否かの意見照会

回答

回答

付議注1 付議注1

全ての議会で可決した場合

付議注1

署名簿の提出

署名の返付

Ａ町町長 Ｂ町町長 Ｃ町町長

Ｂ町・Ｃ町議会
が可決でＡ町議会
のみ否決した場合
は、Ａ町町長は住
民投票を請求する
ことができる。
また、Ａ町町長

が住民投票を請求
しなかった場合、
Ａ町有権者1/6以
上の署名で住民投
票を直接請求でき
る。
住民投票の結果、

有効投票総数の過
半数の賛成を得た
場合は、住民投票
日においてＡ町議
会の議決があった
ものとみなされる。

※B・Cどち
らかの町長
が付議しな
い旨回答し
た場合は手
続終了

通常の住民発議制度の概要（合併特例法第4条関係） 合
併
協
議
会
設
置
を
求
め
る
住
民
発
議
制
度
の
概
要
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9
月
か
ら
市
町
村
の
合
併
の

特
例
に
関
す
る
法
律
第
4
条
の

住
民
発
議
制
度
に
よ
り
、
遠
賀

郡
3
町
（
岡
垣
町
・
水
巻
町
・

遠
賀
町
）
の
合
併
協
議
会
設
置

請
求
に
伴
う
署
名
収
集
が
行
わ

れ
、
10
月
29
日
に
有
効
署
名
さ

れ
た
町
民
1
’
3
0
2
人
の
請

求
代
表
者
と
し
て
横
山
森
親
氏

か
ら
岡
垣
町
長
に
対
し
、
遠
賀

郡
3
町
の
合
併
協
議
会
設
置
請

求
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
請
求
さ

れ
た
岡
垣
町
長
は
、
合
併
対
象

町
で
あ
る
水
巻
町
長
お
よ
び
遠

賀
町
長
に
対
し
、
各
町
議
会
へ

合
併
協
議
会
設
置
協
議
を
付
議

す
る
か
否
か
意
見
照
会
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
水
巻
町

長
か
ら
は
付
議
す
る
旨
、
遠
賀

町
長
か
ら
は
付
議
し
な
い
旨
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
遠
賀
町

長
か
ら
付
議
し
な
い
旨
の
回
答

が
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
合
併
協

議
会
設
置
請
求
手
続
に
つ
い
て

は
終
了
し
ま
し
た
。

（
詳
細
は
図
②
参
照
）

11
月
22
日
付
け
で
、
芦
屋
町
長
か

ら
岡
垣
町
長
に
対
し
、
遠
賀
郡
4
町

の
合
併
協
議
会
設
置
に
つ
い
て
、
岡

垣
町
議
会
に
付
議
す
る
か
否
か
の
意

見
照
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

岡
垣
町
で
の
住
民
発
議
と
同
じ
制
度

に
基
づ
き
、
芦
屋
町
民
5
’
3
6
4

人
の
署
名
を
も
っ
て
芦
屋
町
長
へ
合

併
協
議
会
設
置
請
求
が
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。
岡
垣
町
長
は
こ
の
照
会
を

受
け
、
12
月
17
日
、
芦
屋
町
長
に
対

し
岡
垣
町
議
会
に
付
議
す
る
旨
、
回

答
し
ま
し
た
。

今
後
、
全
町
の
回
答
が
付
議
す
る

旨
で
あ
っ
た
場
合
、
各
町
議
会
へ
そ

れ
ぞ
れ
付
議
し
、
審
議
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

遠
賀
郡
4
町
合
併
に
つ
い
て
は
、
昭
和
63
年

よ
り
論
議
さ
れ
、
平
成
11
年
8
月
に
、
遠
賀
郡

4
町
合
併
任
意
協
議
会
を
設
置
・
協
議
を
行
い
、

平
成
13
年
に
は
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
法
定
協
議
会
設
置
に
関
し
、
芦
屋
町

が
参
加
し
な
い
こ
と
と
な
り
遠
賀
郡
4
町
合
併

任
意
協
議
会
は
解
散
し
、
一
度
白
紙
に
戻
っ
た

経
過
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
、
国
・
地
方
の
厳
し
い
財
政
事
情
の

中
で
、
地
方
自
治
体
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
質

量
の
サ
ー
ビ
ス
供
給
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
、
大
切
な
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
自
治
体
が

自
己
の
利
害
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
21
世

紀
の
日
本
に
お
け
る
地
方
自
治
体
の
担
い
手
と

し
て
、
ま
た
住
民
福
祉
の
向
上
を
最
優
先
に
考

え
る
中
で
私
た
ち
の
ま
ち
岡
垣
町
が
20
年
先
・

50
年
先
に
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
真
剣
に
考
え

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

市
町
村
合
併
は
、
そ
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
町
民
の
皆
様
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
町
議

会
を
含
め
議
論
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
現
在
、
町
職
員
の
行

政
課
題
研
修
テ
ー
マ
を
市
町
村
合
併
と
し
調
査

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
市
町
村
合
併
に
関
す
る
情
報
は
、
今

後
も
広
報
な
ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
室

注
１

注
１

(図②) 岡垣町住民

請求代表者
横山森親氏

岡垣町選挙管理委員会
署名簿の審査 10月3日～10月18日
署名簿の縦覧 10月19日～10月25日

岡垣町長 水巻町長 遠賀町長

署名の収集 9月19日～10月2日

今回、遠賀町長より付議しない旨回答がされたため当該手続終了

遠賀郡3町合併協議会設置請求
10月29日 各町議会へ付議するか否かの意見照会 11月6日

署名簿の提出 10月3日
署名総数：1,361人

署名の返付 10月28日
有効署名数：1,302人

回答 付議する 11月11日
注1

回答 付議しない 11月29日

遠賀郡3町合併協議会設置請求手続の経過

遠
賀
郡
3
町
合
併
協
議
会
設
置
を
求
め
る
住
民
発
議

【
岡
垣
町
民
か
ら
の
発
議
】

遠
賀
郡
4
町
合
併
協
議
会

設
置
を
求
め
る
住
民
発
議

【
芦
屋
町
民
か
ら
の
発
議
】

今
後
の
取
り
組
み
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知って得する

児童のための

家庭生活の安定と、次世代を担う児童たちの健全
な育成、資質の向上を目的として、手当を支給する
制度に『児童手当』『児童扶養手当』『特別児童扶養手当』
の3つの制度があります。

３つの制度

児童手当って何？

次世代を担う児童の健全な育成と資質の向
上のため、手当を支給する制度です。手当を
受けられる人は、国内に住所があって、義務

教育就学前の児童を養育している人。ただし、前年所得に
よって支給されないこともあります。

児童手当受給中の人は、何か手続きがあるの？

前年の所得状況や、6月1日現在の児童の養
育状況を確認するために、『現況届』が必要です。
この届け出がないと、6月以降の手当の受給が
できなくなります。

児童扶養手当って何？

母子世帯などの生活の安定を図り、自立を
促進する目的で、父親がいない児童(父親が重
度障害者で、児童が公的年金の加算対象とな

っている場合は除く)に手当を支給する制度です。
手当を受けられる人は、父母が婚姻を解消した児童・父

が死亡した児童(公的年金が受けられる場合を除く)・父が
重度障害者にある児童で、公的年金の加算対象となってい
ない児童などにあてはまる人です。しかし、いずれの場合
も受給原因の発生から5年を過ぎると、時効で受給権がな
くなります。また、手当を受けようとする人、その配偶者・
同居扶養義務者の前年所得によって支給されないこともあ
ります。

児童扶養手当受給中の人は、何か手続きがあ
るの？

前年の所得状況や8月1日現在の児童の養育
状況を確認するために、『現況届』が必要です。
この届け出がないと、8月以降の手当の受給が
できなくなります。

特別児童扶養手当って何？

精神や身体に障害のある20歳未満児童の福
祉の増進を図ることを目的に手当を支給する
制度です。

手当を受けられる人は、国内に住所があり精神や身体に
障害のある児童を監護している父母、または父母に代わっ
てその児童を養育している人に支給されます。障害の程度
は、指定の診断書で判定を行います。また、対象児童が児
童福祉施設(保育所、通園施設は除きます)に入所している
場合や父母、父母に代わってその児童を養育している人、
同居の扶養義務者の前年所得によっては支給されないこと
もあります。

特別児童扶養手当受給中の人は、何か手続き
があるの？

児童扶養手当と同様、前年の所得状況や8月
1日現在の児童の養育状況を確認するために、『所
得状況届』が必要です。この届け出がないと、8

月以降の手当の受給ができなくなります。

保育所へ来年４月から
入所したいときは？

1月6日(月)から2月7日(金)まで
東部保育所・中部保育所の入所募集をします。
申込用紙などは、こども未来課と各保育所に
あります。

◎定 員 東部保育所 100人・中部保育所 60人
◎対象児童 東部保育所 3か月児～5歳児

中部保育所 7か月児～5歳児
◎開所時間 東部保育所 午前7時から午後8時まで

中部保育所 午前7時から午後7時まで

申し込み・問い合わせ

こども未来課へ

Ｑ疑 問

Ａ
答 え

Ｑ疑 問

Ａ
答 え

Ｑ疑 問

Ａ
答 え

Ｑ疑 問

Ｑ疑 問

Ａ
答 え

Ｑ疑 問

Ａ
答 え

Ｑ疑 問

Ａ
答 え

Ａ
答 え
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ホ
ッ
ト
な
情
報
をお

待
ち
し
て
い
ま
す

ぼくらがつくったジャガイモ!!
野間三区でジャガイモ栽培
12月1日(日)、野間三区の子どもたちによるジャ

ガイモの収穫が行われました。これは町教育委員会

で本年度から実施している、子どもの自主的な活動

を支援する『子ども地域体験活動事業』によるもので

す。野間三区では公民館長の手島久繁さんを中心に

入江忠幸さん(糠塚)の協力を得て、子どもたちがジ

ャガイモ栽培を行いました。

9月7日(土)にジャガイモの植え付けをし、草抜き

などは子どもたちが行ってきました。そしてこの日にようやく収穫のときを迎えました。子

どもたちは、初めて土の中からジャガイモを掘り出し、「わっー！すごい！」などの歓声をあ

げ、一緒に参加した保護者も、初めて自分でジャガ

イモを掘ったという人が多く、ちょっと興奮気味で

した。

この日、掘り出したジャガイモはなんと300㌔を

超える大収穫。そのうち50㌔を海老津小学校に寄

付しました。学校では12月6日(金)に豚汁、12月

12日(木)はカレーライスにしてみんなでおいしく食

べました。校長先生は「新鮮なジャガイモをいただ

きありがとうございました。みんなでおいしくいた

だきました。」と話してくれました。

顕著な業績をたたえ、秋の叙勲
勲三等瑞宝章・勲六等瑞宝章受章

三宅英利さん(南山田区)「写真左」は、先生

と呼ばれて55年。北九州大学では、東アジア

外交史を専門とし25年間勤務され、その間、

文学部長などを歴任されました。勲三等瑞宝

章の受章の感想を聞いてみると、｢この叙勲は、

私個人の力によるものではなく、これまで私

を励ましてきてくださった周りの人たちのお

かげです。これを機に、明治の歌人与謝野晶

子さんが説く『男は駄目だよ、位と勲章を欲

しがる』という言葉の意味を考えながら、取

り残している研究や、市民大学を通しての社会奉

仕に心を尽くしたいと思っています。｣と話してく

れました。

杉本幸雄さん(旭南区)「写真右」九州電力八幡電

力所に47年間勤務され、その間、変電課作業長な

どを歴任されました。勲六等瑞宝章の受章の感想

を聞いてみると、｢今まで災害などいろいろな苦労

があったが、普通の事をしてきたつもりだった。

自分のしてきた事が認められた事が感激だった。

これからも健康に気をつけて、みなさんのために

がんばっていきたい。｣と話してくれました。
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広がる健康づくりの輪
平成14年度
健康運動推進実践グループ奨励賞受賞
10月26日(土)に福岡県健康運動推進実践グループ優秀

賞・奨励賞表彰で、｢岡垣町運動普及推進会・あいあいう

みがめ｣が、奨励賞を受賞されました。

｢岡垣町運動普及推進会・あいあいうみがめ｣は、地区

老人会を対象としたいきいき長生き講座や健康教室などで、

音楽に合わせた健康体操や健康づくりウオーキングを広

める活動を行い、町民のみなさんに喜ばれています。

今後のさらなる活躍に期待し、健康づくりの輪が広がっ

ていくことを願っています。

たくさん収穫できました
岡垣町観光協会そば刈り
11月9日(日)に岡垣町観光協会が内浦でそば刈りを行い

ました。このそばは、岡垣町観光協会が景観事業として

減反地を利用して、今年9月

4日(水)に植えられたものです。

今後は、このそばで製品をつ

くる予定です。

年賀状 年賀状 
に
を

地域文化の振興に尽力
福岡県文化団体連合会会長賞・福岡県文化団体連合会北九州ブロック協議会会長賞

刀根博愛さん(東松原)「写真左」が福岡県文化団体連合会会長賞、

岸原清行さん(野間三)「写真右」が、福岡県文化団体連合会北九州ブ

ロック協議会会長賞を受賞されました。この表彰は福岡県の芸術文

化の振興、とりわけ地域文化の振興に尽力し功績のあった個人およ

び団体に対してその功績をたたえたものです。

刀根さんに受賞の感想を聞いてみると、｢福岡県文化団体連合会長

賞をいただき、大した功労もない私にと思いますと申し訳ない気持

ちに浸ります。様々な協会や委員会などで活動してきた、総合的な

ことからでの受賞ではないかと自問しています。ありがとうござい

ます。｣と話してくれました。

また、岸原さんに受賞の感想を聞いてみると、｢この度は思いが

けない受賞に浴し光栄に思います。永年愛好し多くの人々と励んで

きた俳句は、『世界で最も短い美しい詩』として、近年ことに注目

され児童から高齢者に至るまで、そして世界10か国にも愛好者が広

がっています。美しい自然環境に恵まれた岡垣町が、心豊かな文化

のある町として益々発展していくよう、これからも微力ながら努め

てまいりたく思います。｣と話してくれました。
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めざそう健康家族！
国民健康保険優良健康家庭特別表彰

地域ぐるみの防犯大会
吉木小学校区｢学校・地域防犯ネットワーク｣防犯大会

11月18日(月)、国民健康保険優良健康家庭の

特別表彰が行われました。この表彰は国民健康保

険世帯で５年間の無受診と保険税の完納をたたえ

たものです。当日、表彰された石田修司さん（公

園通り中）には、樋得町長より表彰状と記念品が

贈呈されました。

表彰式には１名のみの出席でしたが、石田さん

のほかにも池田和子さん（湯川）、吉峯毅さん（吉木）が表彰されてました。

これからも健康に気をつけて、すこやかな毎日をお過ごしください。

11月19日(火)、飯塚コスモスコモンで平成14年度高齢者福祉功労者表彰が、第

２回福岡県ねんりんスポーツ・文化祭の閉会イベントで行われました。受賞された

個人・団体は以下の通りです。

○福岡県知事表彰

波田誠次・点 智枝・貝嶋恭子・

亀石彌生・坂本正義・花田ヱイ子・

上海老津寿会・野間一寿会

○福岡県老連会長表彰

花田 守・俵口勝美・清水速子・

土井節子・横矢守行・旗生 猛

(順不同敬称略)

おめでとうございました。これからもお元気で岡垣町の高齢者福祉発展に

お力添えください。

11月9日(土)に｢地域ぐるみの防犯大会｣が吉木小学校で行われました。地域ぐる

みの防犯について折尾警察署からの話や、吉木小学校の生徒の防犯作文や防犯標語

の紹介、岡垣中学校吹奏楽部による演奏などがありまし

た。防犯大会宣言では、児童会が全児童を代表し、宣言

を行いました。防犯パレードではパトカーが先導し、子

どもみこしなど、多くの子どもたちが参加しました。

防犯作文
○須藤由貴 6年 ｢地域の人々にささえられて｣

○小山元気 6年 ｢犯罪のない世の中を夢みて｣

○佐藤崇彦 6年 ｢自分の身は自分で守ろう｣

防犯標語
○帰るとき 一人で帰ると あぶないぞ 4年 三木聖人

○知らない人 あまいことばに ごようじん 4年 石橋光大

○｢イヤダよ｣と はっきり言おう ｢イヤダよ｣と 5年 永島航平

○行き先を きちんと告げて 出かけよう 5年 小野木哲大

○行っちゃだめ！ 家族に会えない やみの道 6年 磯部龍太郎

○あぶないよ 夜おそくまで あそばない 6年 瀬戸苑子

(敬称略)

みなさんのアイデア豊か

な、楽しい手づくりの年賀

状を駅前ぎゃらりーに展示

します。展示期間は、1月

16日(木)から1月31日(金)

で、作品の内容は自由です。

また、年賀状のほかにも凧

や羽子板など、お正月らし

い手作りの作品がありまし

たら展示したいと思います。

※人気投票を行い、抽選で

記念品をプレゼントします。

詳しくは、1月10日号でお

知らせします。

はがきの表に住所・氏名・

年齢・行政区・電話番号を

書いて、裏に絵や文字を描

いてください。使用は１枚

に限らず、パズルのように

つないで10枚まで使用で

きます。※はがきの裏面を

展示しますので住所などが

出て、不都合な人は事前に

消しておいてください。ま

た、個人宛ての文面はさけ

てください。2枚以上のは

がきを使用した作品は、な

るべく中央公民館まで持参

してください。

1月10日(金)までに中央公

民館内「駅前ぎゃらりー年

賀状展～2003～」係

(〒811－4211吉木1072－1)

へ郵送か、東部・中央公民

館、役場１階総合案内、岡

垣郵便局の応募箱に入れて

ください。

駅前ぎゃらりー運営実行委

員会事務局(中央公民館

282－0162)へ

応 募

応募作品

問い合わせ

あなたの 

年賀状 年賀状 

飾りませんか？

年賀状 
駅前ぎゃらりーにに

をを

高齢者福祉の発展を願っています
高齢者福祉功労者表彰
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ありがとう
これからも
がんばります

町民の心に
やすらぎを

おめでとう
ございます！

11月6日(水)に岡垣町婦人会の多くのみなさん

により花の苗が植えられました。これは、町が実

施している地域景観花いっぱい事業を活用したも

のです。場所は海老津駅前の交差点からサンリー

アイに向かう途中の国道3号線高架下の交差点ま

での通りで、ノースポール、パンジー、ビオラが

植えられました。婦人会は草取りや清掃をボランティアで取り組み、環境の美

化に努めているとのことです。

10月8日(火)、嘉穂郡桂川町で｢第13回

福岡県老人クラブグラウンドゴルフ大会｣

が開催されました。

福岡県内各地から155人が参加したこ

の大会で、岡村藤雄さん(東松原)が見事優
勝されました。岡村さんは｢これからも楽

しく練習に励み、健康維持につなげてい

きます。｣と力強く話してくれました。

中央幼稚園・第一幼稚園・中部保育所の子どもたちが、役場に勤労感謝の職場訪

問に訪れました。これは毎年行われているもので、広渡助役や、柴崎収入役が花束

を受け取りました。第一幼稚園の子どもたちは柴崎収入役に｢まいにちのおしごと

ありがとう｣とメッセージのついた花束をプレゼントしてくれました。

中央幼稚園

第一幼稚園 中部保育所

参加する人も読む人もみんな友達。この
コーナーでひとつになって楽しもう。「ど
くしゃの私書箱」は、そんな願いを込め
た読者のページです。
楽しかったこと、悲しかったことから

地区の活動まで、また、イラスト・4コマ
まんが・俳句・川柳などの作品もお待ち
しています。
応募先／〒811-4233岡垣町大字野間
697-1 岡垣町役場地域づくり課・広報「ど
くしゃの私書箱」係
※応募はがきには「住所・氏名（紙上匿名
も可）・年齢・電話番号」をお忘れなく。

一
般
の
人
の
作
品

青
葉
短
歌
会

岡
垣
川
柳
会
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鮮度一番！
地元の農作物

みんなで楽しい
ミカン狩り

交通安全を願って

11月19日(火)、福岡市のア

クロス福岡で開催された福岡県

交通安全県民大会において、次

の4人が優良運転者として表彰

を受けました。この表彰は、永

年無事故無違反の優良運転者と

して、交通安全に寄与されたことによるものです。

○福岡県警察本部長・福岡県交通安全協力会長連名表彰

林 正さん(戸 切)

鶴田菊雄さん(吉 木)

高松 勉さん(緑ケ丘)
○全日本交通安全協会長表彰「緑十字銅章」

古賀美好さん(西高揚)
岡垣町から交通事故が１件でも少なく、また、交通死亡事

故が0件になりますよう、運転者、歩行者も交通安全に注意

をお願いします。

なお、交通安全協会では、優良運転者の表彰申請を取り扱

っていますのでお知らせします。

○折尾交通安全協会1601‐1818

○岡垣町交通安全協会(刀根)1282‐0245

【原稿は、岡垣町交通安全協会 刀根さんの提供】

《女子ダブルス6年生以下》
兼光沙紀(緑ケ丘)

森山葉月(百合ヶ丘)

山本友美(山 田)

小柳実早紀(緑ケ丘)

《男子ダブルス5年生以下》
中村祥太(海老津)

浜滉輔(山田峠)

《女子ダブルス4年生以下》
小柳遥香(緑ケ丘)

若松里帆(遠賀町)

《女子シングル4年生以下》
市津愛理( 原 )

《男子団体戦》
小木啓太(吉 木)

《女子団体戦》
兼光沙紀(緑ケ丘)

森山葉月(百合ヶ丘)

(敬称略)

全国大会日程
と き 平成15年1月4日(土)から7日(火)
ところ 北九州市立総合体育館

11月17日(日)、公園通り中区

自治会では、町内レクレーション

として、“ミカン狩り”を行ない

ました。

当区は、緑道を挟んで横がミ

カン園であるため、毎年ミカン

狩りを行っており、区民交流の良い機会となっています。

同日は快晴の下、200人を越える参加者があり、おいしい

みかんを食べたり、ビンゴゲームをしたり、楽しい1日を過

ごしました。

11月24日(日)、芦屋競艇場で

第37回遠賀・中間地区農業祭が

行われました。当日は、少し肌

寒い中、たくさんの人が会場と

なった芦屋競艇場を訪れ、出店

も終了時間を待つことなく、品

物がなくなり、店じまいをするほどの賑わいとなりました。

また、出店だけではなく、魚つかみ大会なども行われ、参

加した子どもたちは大満足の笑顔を見せていました。

全国大会出場
おめでとう!!

【原稿と写真は、公園通り中区 木下吉治さんの提供】

左から中村祥太、小木啓太、浜滉輔

左上段から小柳実早紀、山本友美、兼光沙紀
左下段から森山葉月、市津愛理、小柳遥香

岡
垣
乳
垂
俳
句
会

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会

木
綿
間
俳
句
会
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出会い
ふれあい
学び愛

知っておきたい税のこと
納税は、憲法で国民の義務とされていて、みなさんが納めて

いる税金には所得税、消費税、固定資産税、町民税、などがあ
ります。町税収入は、町の収入総額の約3割を占め、道路整備
や教育などの費用として重要な財源となっています。
町では2月17日(月)から3月17日(月)に確定申告が行われます。
確定申告は、事業を営んでいない人は関係ないように思われが
ちですが、年度中途で会社を辞めた人や年末調整ができなかった人など、確定申告により
納め過ぎの所得税が還付されることがあります。
最近では、税の知識アップが求められています。正しい知識を持つことにより節税でき

ることがありますので、この機会に、税に対する正しい知識を持ちましょう。
税務課は出前講座で｢なんでも知ってみよう講座｣を行っています。国税や地方税のしく

みなど、わかりやすい講座をお届けしています。

平安時代 平安時代 平安時代 飛鳥・奈良時代 飛鳥・奈良時代 飛鳥・奈良時代 
中国の歴史書(魏志倭人伝)に

税についての最初の記録があり、
3世紀ごろの日本にあった邪馬
台国には集まった租税を収める
建物があったようです。

弥生時代 弥生時代 弥生時代 

鎌倉･室町時代 鎌倉･室町時代 鎌倉･室町時代 安土桃山時代 安土桃山時代 安土桃山時代 
税は田畑に課税される本途物

成や年貢が中心でした。また、
町人には、清酒や醤油の製造、
牛馬の売買などに免許料や営業
税のような運上金・冥加金など
が課せられました。

江戸時代 江戸時代 江戸時代 

経済社会の変化に対応して、所得、
消費、資産の間で均衡のとれた、将来
にわたって安定的な税制を確立するた
めに、1989年(平成元年)に、所得税の
減税や消費税の導入を骨子とする税制
の抜本改革が行われました。

平成(現在現在)平成(現在現在)平成(現在)
明治政府は、歳入の安定化を図る

ため、租税制度を改革に着手し、
1873年に地租改正の実施し、地価
の3％に課税しました。
また、1887年には所得税が導入

され所得300円以上の所得者に課税
されました。

明治時代 明治時代 明治時代 

昭和時代 昭和時代 昭和時代 大正時代 大正時代 大正時代 

平成14年度版｢私たちの生活と税｣福岡県版より

冬
の
お
肌
、健
康
で
す
か
？

冬
の
お
肌
、健
康
で
す
か
？

1940年(昭和15年)に勤労所得に源泉徴収制度が採用さ
れました。
1947年(昭和22年)には、納税者が自主的に税額を計算

して納税する申告納税制度が導入されました。
1950年(昭和25年)シャウプ勧告に基づく税制改革が行

われ、納税者の支払い能力に応じて負担する、公平な税制
の確立が図られ、現在の税制の基礎が出来ました。

大化の改新(飛鳥時代)で税の
制度ができ、後の大宝律令では、

班田収授により
租・庸・調とい
う税が課されま
した。

天下統一を行った豊臣秀吉は、
全国の土地調査・太閤検地を行
い、農地の面積や
土地の良し悪しや
収穫高を調べ、年
貢をかけました。

班田収授の法が崩れ、各地に
荘園ができ、領主から年貢、公

事、夫役が課
せられました。

守護、地頭に税の徴収権が与
えられました。また、座(同業組
合)が作られ生産、
販売を独占する代
わりに、座役とい
う税を納めました。

戦費調達のため増税が行われ、
明治の後期には、麦酒税、通行
税、相続税が、大正時代には清
涼飲料税、営業収
益税など新税が創
設されました。
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●加湿器を使う

●温度設定を
見直す

平安時代 平安時代 飛鳥・奈良時代 飛鳥・奈良時代 弥生時代 弥生時代 

鎌倉･室町時代 鎌倉･室町時代 安土桃山時代 安土桃山時代 江戸時代 江戸時代 

平成(現在)平成(現在) 明治時代 明治時代 

昭和時代 昭和時代 大正時代 大正時代 

第126回

①五目おこわ(新潟地方)
②大根サラダ(広島県高冷地方)

〈①の材料 ４人分〉
○もち米(３1/2カップ)○しょう油(大さじ1弱)
○塩(小さじ1弱)○油揚げ(1枚)○にんじん(40
営)○ごぼう(60営)○干ししいたけ(2枚)○し
らたき(100営)○貝柱(2個)○Ａ＝だし汁(1カ
ップ)・塩(小さじ1)・しょう油(小さじ2)・酒(大
さじ2)・みりん(大さじ1)・砂糖(大さじ1)

〈②の材料 ４人分〉
○大根(200営)○にんじん(40営)○かいわれ
菜(20営)○ちりめんじゃこ(30営)○花かつお
(4営)○Ａ＝砂糖(小さじ１1/3)・しょう油(大
さじ１1/3)・酢(大さじ2)・サラダ油(大さじ１1/2)・
ごま油(小さじ2)

〈②の作り方〉
① 大根・にんじんを細いせん切り、かいわれ

菜も同じ長さに切る。

② ちりめんじゃこは湯通しして、水気をき

っておく。

③ Ａを混ぜ合わせドレッシングをつくる。

④ かいわれ菜を少し残し、ちりめんじゃこ

と野菜をＡで和え、器に盛る。

⑤ 花かつお・かいわれ菜を飾る。

〈①の作り方〉
① もち米は洗って一晩水につける。水をきり、

しょう油・塩を加えた水に1時間くらいもう

一度つけて水をきっておく。

② 干ししいたけ(もどしたもの)・にんじん・

ごぼうはせん切り、しらたきはゆでて3㌢に

切っておく。

③ 油揚げは熱湯で油抜きし、厚さを半分に

して3㌢のせん切り。

④ 貝柱は細かく割いておく。

⑤ Ａで材料を煮て煮汁をきる。

⑥ 蒸し器に水を沸かし、ぬれ布巾を敷いて

①を入れ、中央を少しくぼませ強火で15分

蒸す。貝の煮汁を打ち水する。これを3回繰

返し、(その都度、米を上下にかえして混ぜる。)

最後に具をのせ、一蒸しして仕上げる。

⑦ さっとかき混ぜて器に盛る。

岡垣町食生活改善推進会
（ヘルスメイトの会）

～ふるさと料理をたずねて～

冬
の
お
肌
、

冬
の
お
肌
、健
康
で
す
か
？

健
康
で
す
か
？

冬
の
お
肌
、

冬
の
お
肌
、健
康
で
す
か
？

健
康
で
す
か
？

冬
の
お
肌
、健
康
で
す
か
？

空
気
が
乾
燥
す
る
冬
は
、
皮
膚
も
乾
燥
し
ま
す
。
か
ゆ
み
や
湿
疹
な

ど
様
々
な「
肌
ト
ラ
ブ
ル
」で
お
悩
み
の
人
も
多
い
の
で
は
？
冬
に
な
る

と
血
液
循
環
が
悪
く
な
っ
た
り
、
皮
脂
や
汗
の
分
泌
が
減
る
こ
と
で
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
潤
い
を
保
ち
、
健
康
な
肌
で
冬
を

過
ご
す
た
め
に
も
、
日
常
生
活
で
は
で
き
る
だ
け
皮
膚
に
負
担
を
か
け

な
い
工
夫
や
体
の
中
か
ら
皮
膚
を
強
く
す
る
工
夫
を
心
が
け
た
い
も
の

で
す
。

●
皮
膚
に
負
担
を
か
け
な
い
工
夫
●

《
暖
房
》
冬
に
暖
房
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
が
、
湿
度
を
下
げ
す
ぎ
な
い
た
め

に
①
長
時
間
、
暖
房
を
つ
け
た
ま
ま

に
し
な
い
②
温
度
設
定
を
高
く
し
す

ぎ
な
い
③
時
々
空
気
の
入
れ
替
え
を

し
、
外
の
湿
気
を
入
れ
る
…
な
ど
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
そ
の
他
、
室
内
に

濡
れ
た
タ
オ
ル
を
干
し
た
り
、
加
湿

器
の
利
用
も
湿
度
を
高
め
る
の
に
効

果
的
で
す
。

《
衣
類
》
ウ
ー
ル
や
化
学
繊
維
な
ど

肌
を
刺
激
し
や
す
い
素
材
は
、
か
ゆ

み
を
引
き
お
こ
す
原
因
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
特
に
肌
に
直
接
触
れ

る
下
着
類
は
、
刺
激
が
少
な
く
保
湿

性
の
あ
る
木
綿
素
材
の
も
の
が
良
い

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
周
囲
の
温
度
に

応
じ
て
脱
ぎ
着
し
や
す
い
服
装
に
し

ま
し
ょ
う
。
厚
着
の
し
す
ぎ
で
汗
を

か
き
、
放
っ
て
お
く
と
か
え
っ
て
刺

激
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

《
入
浴
や
水
仕
事
》
皮
膚
の
健
康
に

入
浴
は
欠
か
せ
ず
、
体
が
温
ま
っ
て

う
っ
す
ら
と
汗
を
か
く
こ
と
は
、
皮

膚
に
潤
い
を
も
た
ら
す
効
果
も
あ
り

ま
す
。
ま
ず
、
お
湯
の
温
度
は
40
℃

程
度
の
ぬ
る
め
が
適
当
で
す
。
温
度

が
高
す
ぎ
た
り
、

指
が
ふ
や
け
る

ほ
ど
の
長
湯
に

な
る
と
皮
脂
を

溶
か
し
皮
膚
を

乾
燥
さ
せ
ま
す
。

体
を
洗
う
と
き
は
、
柔
ら
か
い
タ

オ
ル
や
ス
ポ
ン
ジ
を
使
い
、
優
し
く

な
で
る
よ
う
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。
入

浴
後
は
早
く
体
を
拭
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
濡
れ
た
ま
ま
に
し
て
お
く

と
ど
ん
ど
ん
水
分
が
蒸
発
し
、
皮
膚

の
水
分
ま
で
失
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

入
浴
後
、
体
が
ほ
て
っ
た
状
態
で
す

ぐ
に
ふ
と
ん
に
入
る
と
、
か
ゆ
み
が

起
き
や
す
い
の
で
な
る
べ
く
避
け
た

ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

水
仕
事
の
際
に
は
、
ゴ
ム
手
袋
を

使
う
と
良
い
で
し
ょ
う
。(

ゴ
ム
手

袋
の
下
に
木
綿
の
手
袋
を
は
め
る
と
、

ゴ
ム
か
ぶ
れ
や
蒸
れ
が
防
げ
ま
す
。)

ま
た
、
入
浴
剤
や
ク
リ
ー
ム
な
ど
の

保
湿
剤
を
使
う
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

し
か
し
、
皮

膚
の
炎
症
が

激
し
い
と
き

に
は
必
ず
医

療
機
関
で
処

方
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

●
皮
膚
を
強
く
す
る
工
夫
●

《
食
事
》
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
す
。

特
に
ビ
タ
ミ
ン
Ａ(

レ
バ
ー
や
緑
黄

色
野
菜
な
ど)

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ(

穀
類
、

豆
類
な
ど)

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
２(

さ
ば
、

牛
乳
、
納
豆
な
ど)

は
皮
膚
の
乾
燥

を
防
ぎ
、
皮
膚
の
細
胞
を
再
生
さ
せ

る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

《
睡
眠
》
夜
間
、
皮
膚
の
新
陳
代
謝

に
関
わ
る
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
盛
ん

に
分
泌
さ
れ
ま
す
。
早
め
に
寝
て
十

分
な
睡
眠
を
と
る
よ
う
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

最
後
に
、
高
齢
者
で
は
他
の
病
気

が
原
因
で
、
し
つ
こ
い
か
ゆ
み
な
ど

の
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日
常
生
活
の
工
夫
を
し
て
も
、
症
状

が
軽
減
し
な
い
場
合
な
ど
は
医
療
機

関
の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
、
ス
ベ
ス
ベ
で
冬
に

負
け
な
い
健
康
な
肌
を
保
ち
た
い
で

す
ね
！

健
康
福
祉
課

保
健
師

岡
本
裕
子

暖房を使うときのポイント
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睦月のもよおし・おしらせ睦月のもよおし・おしらせ
町 役 場
教育委員会

は 1282―1211
ひとにいい

む つき

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス(

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力)

、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
生

き
方
、
働
き
方
、
家
庭
の
こ
と
な
ど
、

女
性
が
抱
え
る
様
々
な
悩
み
に
外
部

の
専
門
女
性
相
談
員
が
耳
を
傾
け
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

予
約
と
相
談
は
匿
名
で
で
き
ま
す

の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と

き

毎
月
第
3
火
曜
日

午
前

10
時
か
ら
午
後
2
時(

定
員
4
人
※

要
予
約)

(

今
年
度
は
1
月
21
日
、
2
月
18
日
、

3
月
18
日)

と
こ
ろ

い
こ
い
の
里

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
政

策
室
へ

平
成
15
年
4
月
27
日
に
岡
垣
町
議

会
議
員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

こ
の
と
き
に
使
用
す
る
投
票
所
入

場
券
な
ど
に
、
表
示
す
る
標
語
を
募

集
し
ま
す
。

な
お
、
応
募
さ
れ
た
標
語
は
選
挙

管
理
委
員
会
に
帰
属
し
ま
す
。

参
考
例(

前
回
作
品)

「
一
票
で

未
来
が
変
わ
る

岡
垣
町
」

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
15
字
以
内
で

一
枚
に
つ
き
一
点

締

切

1
月
15
日(

水)

発

表

広
報
お
か
が
き
2
月
25
日

号(

予
定)

で
発
表
し
、
採
用
者
に
は

記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ

岡
垣
町
選
挙

管
理
委
員
会
〒
8
1
1-

4
2
3
3

岡
垣
町
大
字
野
間
6
9
7-

1

1
2
8
2-

1
2
1
1
へ

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
、
投
票
や
リ
コ
ー
ル
の
請
求

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
次
の
こ
と

に
あ
て
は
ま
る
人
は
、
忘
れ
ず
に
申

請
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
15
年
1
月
1
日
現
在
で
岡

垣
町
に
住
所
を
有
し
、
20
歳
以
上
の

人(

昭
和
58
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人)

で
、

①

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き

耕
作
の
業
務
を
営
む
人
。

②

①
の
人
の
同
居
の
親
族
又
は
、

そ
の
配
偶
者
で
、
お
お
む
ね
60
日
以

上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人
。

該
当
す
る
人
は
、
1
月
10
日(

金)

ま
で
に
、
農
業
委
員
会
へ
申
請
書
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

岡
垣
町
選
挙
管
理
委

員
会
2
8
2-

1
2
1
1
へ

所
得
税
・
地
方
税
法
に
よ
り
、
65

歳
以
上
の
寝
た
き
り
老
人
な
ど
が
障

害
者
お
よ
び
特
別
障
害
者
と
同
等
で

あ
る
と
認
定
さ
れ
た
場
合
、
障
害
者

控
除(

所
得
税
・
住
民
税)

の
対
象
に

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
ま
た
は

税
務
課
へ

毎
月
3
日
か
ら
12
日
ま
で
の
間(

実

働
6
日
程
度)

働
け
る
人
を
募
集
し

ま
す
。

面
接
は
1
月
30
日(

木)

に
役
場
で

行
い
ま
す
。

採
用
人
員

1
人

採
用
要
件

○
町
内
に
3
年
程
度
在
住
し
、
地
理

に
詳
し
い
人

○
原
動
機
付
自
転
車
以
上
を
所
有
し
、

免
許
を
持
っ
て
い
る
人

○
55
歳(

昭
和
23
年
4
月
1
日
生
ま
れ)

ま
で
で
、
3
年
間
は
継
続
で
き
る
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

1
月
20

日(

月)

ま
で
に
履
歴
書(

写
真
添
付)

を
水
道
課
へ
提
出

☆
昨
年
、
水
道
検
針
員
が
検
針
中
に

犬
に
噛
ま
れ
て
大
怪
我
を
す
る
事
故

が
起
こ
り
、
広
報
で
犬
の
係
留
に
つ

い
て
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
庭

や
家
の
中
で
の
放
し
飼
い
を
さ
れ
て

い
る
家
庭
が
多
く
、
検
針
に
支
障
を

き
た
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
検
針
期

間
中
に
つ
い
て
次
の
こ
と
へ
の
御
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

1.

検
針
日
の
前
後
3
日
間
は
必
ず

犬
を
係
留
し
て
下
さ
い
。(

放
し
飼
い

は
岡
垣
町
飼
犬
条
例
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。)

2.

水
道
メ
ー
タ
ー
の
上
に
物
を
置

い
て
あ
る
と
、
検
針
の
際
余
分
な
時

間
を
費
や
し
ま
す
の
で
、
検
針
が
遅

れ
る
事
態
が
発
生
し
ま
す
。
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
の
周
辺
は
検
針
を
行
い

や
す
い
よ
う
に
整
理
を
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

☆
役
場
水
道
課
の
職
員
や
委
託
業
者

が
家
庭
を
訪
問
す
る
場
合
は
、
必
ず

すぎな園の園児募集
すぎな園(芦屋町)は言語や運動発達面で遅れや心配のある子どもを対象に、通園および訓練や相談を

行っています。４月から通園する児童を募集します。

※「通園」希望者で、通院中の人はかかりつけの医師の意見書が必要です。
すぎな園は、平成15年4月から始まる支援費制度の対象施設です。通園希望者および、訓練希望者(一部)は、健
康福祉課で支援費の支給申請を行い、支給決定による居宅受給者証の交付を受ける必要があります。

申し込み・問い合わせ 1月20日(月)までに健康福祉課へ

郡内在住の就学前の通園に

なじむ心身障害児

給食費など、利用者負担有り。

日常生活の基本動作の指導

や集団生活訓練など。月曜

日から金曜日までの午前9

時から午後3時(送迎なし)

18歳未満の、心身障害児および言語などに心配のある子ど

も(原則として保護者同伴)

利用者負担有り

言語・機能訓練士、臨床心理士に

よる訓練。言語は月1回、機能(理

学・作業)はそれぞれ月1回、心理

は週1回で、午後1時30分から4時

30分まで(曜日は未定、送迎なし)

無料

子どもの発育や発達に

ついての相談で、2か

月に1回。

通 園 訓 練 相 談

対 象

内 容

利用料

水
道
課

水
道
課
か
ら
の

お
願
い
と
お
知
ら
せ
で
す

健
康
福
祉
課
・
税
務
課

高
齢
者
の
障
害
者
控
除

(

所
得
税
・
住
民
税)

に
つ
い
て

水
道
課

水
道
検
針
員

募
集
し
ま
す
！

企
画
政
策
室
企
画
係

「
女
性
の
た
め
の悩み

ご
と
相
談
」

岡
垣
町
選
挙
管
理
委
員
会

岡
垣
町
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
録
申
請
に

つ
い
て

岡
垣
町
選
挙
管
理
委
員
会

標
語
を
募
集
し
ま
す

お詫びと訂正
12月10日号の発行番号に誤りがありました。正しくは No.635 です。

深くお詫びし、訂正させていただきます。
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町 民 武 道 館 1282 ― 6111
いこいの里・社会福祉協議会 1283 ― 2940
岡垣 1282 ― 1515
シルバー人材センター 1282 ― 4688
いこいの里在宅介護支援センター 1283 ― 0033

中 央 公 民 館 1282 ― 0162
東 部 公 民 館 1282 ― 0035
西 部 公 民 館 1282 ― 7476
岡垣在宅介護支援センター 1282 ― 5167
岡垣東部在宅支援センター 1282 ― 5103

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

水
道
関
係
で
家
庭
訪
問
が
あ
っ
た
場

合
で
不
審
に
感
じ
ら
れ
た
ら
、
身
分

証
明
書
を
提
示
し
て
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
。

今
回
5
回
目
と
な
る「
春
ま
つ
り
」

を
成
田
山
不
動
寺
境
内
で
開
催
し
ま

す
の
で
、
出
演
者
の
募
集
を
し
ま
す
。

地
元
で
バ
ン
ド
・
歌
唱
・
踊
り
な
ど

し
て
い
る
人
は
団
体(

個
人
可)

で
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

と

き

3
月
29
日(

土)

午
前
10
時

か
ら
午
後
3
時
※
雨
天
時
30
日(

日)

と
こ
ろ

成
田
山
不
動
寺

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

12
月
25

日(

水)

か
ら
1
月
24
日(

金)

ま
で
に

地
域
づ
く
り
課
窓
口
へ

と

き

1
月
10
日(

金)

午
後
6
時

30
分
か
ら
7
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

古
木
雅
士(

ピ
ア
ノ
ソ
ロ)

曲

目

C
in
em
aN
o
stalgia

他

入
場
料

無
料

【
レ
ギ
ュ
ラ
ー
講
座
】

◎
書
道
一
般

生
涯
学
習
と
し
て｢

書
道｣

を
学
び

ま
し
ょ
う
。

と

き

第
1
・
2
・
3
木
曜
日
午

前
10
時
か
ら
正
午(

1
月
の
み
第
2
・

3
・
4)

と
こ
ろ

2
0
1
＋
2
0
2
会
議
室

受
講
料

九
千
円(

三
ヶ
月)

維
持
費

九
百
円(

三
ヶ
月)

定

員

12
人

◎
茶
道(

表
千
家)

土
曜
ク
ラ
ス

初
心
者
や
お
子
さ
ん
に
も
丁
寧
に

茶
の
心
を
指
導
し
ま
す
。

と

き

第
1
・
2
・
3
土
曜
日
午

前
10
時
か
ら
正
午(

1
月
の
み
第
2
・

3
・
4)

と
こ
ろ

茶
室

受
講
料

九
千
円(

三
か
月)

維
持
費

九
百
円(

三
か
月)

教
材
費

五
百
円(

一
か
月)

定

員

10
人

※
文
化
講
座
新
規
入
会
の
人
は
、
入

会
金
と
し
て
二
千
二
百
五
十
円
が
別

途
必
要
で
す
。

(

茶
道
体
験
会)

と

き

1
月
5
日(

日)

午
前
10
時

か
ら
正
午

受
講
料

五
百
円

教
材
費

五
百
円

【
ス
ポ
ッ
ト
講
座
】

◎
木
目
込
み
人
形(

お
雛
様)

小
さ
く
か
わ
い
い
わ
ら
べ
雛
で
す
。

と

き

1
月
20
日(

月)

午
後
1
時

か
ら
5
時

と
こ
ろ

2
0
1
会
議
室

受
講
料

千
円

教
材
費

六
千
二
百
円

申
込
締
切

1
月
6
日(

月)

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し

て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。(

11
月
受
付
分)

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
中
村

重
夫

様

(

東
山
田)

故

伊
藤

典
生

様

86
歳

○
苫
田

義
彦

様

(

山
田
峠)

故

苫
田

弘

様

88
歳

○
加
藤

保
壽

様

(

三

吉)

故

加
藤
み
ど
り

様

81
歳

○
大
石

勉

様

(

緑
ヶ
丘)

故

大
石

富
子

様

77
歳

○
武
野
憲
ニ
郎

様

(

南
山
田)

故

武
野
つ
づ
ヱ

様

87
歳

○
廣
瀬

次
生

様

(

内

浦)

故

廣
瀬

澄
江

様

67
歳

○
平
野

幸
子

様

(

緑
ヶ
丘)

故

平
野

様

79
歳

○
辻

正
照

様

(

野
間
四)

故

辻

千
枝

様

86
歳

○
冨
浦

豊
子

様

(

手

野)

故

冨
浦

清
司

様

73
歳

○
松
本
円
次
郎

様(

東
海
老
津)

故

松
本

玉
子

様

97
歳

○
原

ヒ
サ
ヱ

様

(

手

野)

故

松
井
サ
カ
ヱ

様

95
歳

○
寺
本

美
幸

様

(

鍋

田)

故

寺
本

敬

様

70
歳

○
宮
増

政
則

様

(

高

陽)

故

宮
増

梅
子

様

86
歳

○
橋
本
ま
ゆ
み

様

(

若
松
区)

故

橋
本

久
志

様

54
歳

○
花
田

和
彦

様

(

福
間
町)

故

花
田

末
子

様

84
歳

○
占
部

玉
恵

様

(

手

野)

故

占
部

秀
則

様

63
歳

○
川
原
田
義
則

様

(

東
高
陽)

故

川
原
田
ユ
キ
ヱ
様

80
歳

○
小
山

重
光

様

(

手

野)

故

小
山

茂
史

様

89
歳

○
白
木
マ
ス
ミ

様

(

海
老
津)

故

白
木

幸
雄

様

74
歳

▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ

○
中
村

重
夫

様

○
加
藤

保
壽

様

○
武
野
憲
二
郎

様

○
辻

正
照

様

○
原

ヒ
サ
ヱ

様

○
宮
増

政
則

様

○
花
田

和
彦

様

○
小
山

重
光

様

福岡県産業別最低賃金改正のお知らせ
福岡労働局では、5業種の産業別最低賃金を改正しました。これらの産業別最低賃金に

該当しない業種は、10月1日から改正されている福岡県最低賃金(時間額643円)が適用さ

れます。

問い合わせ 福岡労働局労働基準部賃金課1092－411－4578 または労働基準監督署へ

電気機械器具、情報通信

機械器具、電子部品・デ

バイス製造業

製鉄、製鋼・製鋼圧延業、

鋼材製造業

輸送用機械器具製造業

各種商品小売業

自動車(新車)小売業

最低賃金名

5,955円

6,011円

5,846円

－

5,986円

１ 日

745円

751円

731円

710円

748円

１ 時 間

14.12.10

14.12.10

14.12.10

14.12.10

14.12.10

効力発生日

地
域
づ
く
り
課

「
春
ま
つ
り
」
出
演
者
募
集
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１
月
の
し
尿
収
集
日
程
表

1
祝
・
元
旦《
ご
み
の
収
集
は
休
み
で
す
》

《
ご
み
の
収
集
は
休
み
で
す
》

《
ご
み
の
収
集
は
休
み
で
す
》

◎
弓
道
連
盟
・
新
年
初
射
会(

町
民
弓
道
場)

13:

00
〜
16:

00

◎
お
は
な
し
会(
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

9:

00
〜
9:

20
受
付

◎
い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ
教
室「
申
込
制
」(

い
こ
い
の
里)

9:

30
〜
14:

00

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
初
打
ち(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ)

10:

00
〜
12:

00

◎
柔
道
連
盟
・
町
内
紅
白
戦
、鏡
開
き(
町
民
武
道
館)

17:

00
〜
20:

00

◎
〜
10
日
、剣
道
連
盟
・
寒
稽
古(

町
民
武
道
館)

18:

00
〜
20:

00

◎
健
康
相
談(

い
こ
い
の
里)

10:

00
〜
11:
00

◎
子
育
て
相
談(

い
こ
い
の
里)

10:

00
〜
11:
00

◎
４
か
月
児
健
診(

い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
13:

15
受
付

◎
７
か
月
児
健
診(

い
こ
い
の
里)

13:

15
〜
13:

30
受
付

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
古
木
雅
士(

ピ
ア
ノ
ソ
ロ)

」(
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

18:

30
〜
19:

00

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
・
高
倉
神
社
散
策(

高
倉
神
社)

8:

30
〜
15:
00

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
初
舞
、福
引
大
会
」(

い
こ
い
の
里)
12:

00
〜
13:

30

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館(

い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
16:

00

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜

◎
剣
道
連
盟
・
学
年
別
大
会
、親
子
親
善
剣
道
大
会(

町
民
武
道
館)

8:

30
〜
13:

00

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
・
岡
垣
オ
ー
プ
ン
大
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

9:

00
〜
18:

00

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ(

歌
謡
教
室
演
歌
み
ち)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:
00

◎
海
援
隊
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
〜
君
の
住
む
町
へ
〜(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

○
開
演
＝
18:

00

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜

祝
・
成
人
の
日《
ご
み
の
収
集
は
休
み
で
す
》

◎
成
人
式(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

10:

00
〜
12:

00

◎
健
康
相
談(

東
部
公
民
館)

10:

00
〜
11:

30

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会(

笠
ひ
と
み)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

◎
に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
チ
ラ
シ
遊
び『
丸
め
て
、遊
ぼ
う
ー
！
』」(

い
こ
い
の
里)

10:

00
〜
11:

30

1
（水）

2
（木）

3
（金）

4
（土）

5
（日）

6
（月）

7
（火）

8
（水）

9
（木）

10
（金）

11
（土）

12
（日）

13
（月）

14
（火）

15
（水）

16
（木）

日

小

型

車

大

型

車

小

型

車

人

頭

制
（
普
通
式
・
無
臭
式
）

従

量

制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
）

大

型

車

12345678910111213141516171819202122232425262728293031

三
吉
、吉
木

高
塚
、吉
木
、塚
原

原
、波
津
、内
浦
、新
松
原
、手
野
、吉
木
、

元
松
原

西
黒
山
、東
黒
山
、糠
塚
、山
田
峠
、西
山
田
、

東
山
田
、緑
ヶ
丘
、野
間
一
、百
合
ヶ
丘

西
山
田
、南
山
田
、茅
原
、高
陽
、新
海
老
津
、

東
海
老
津
、野
間
二

吉
木
、高
倉
、上
高
倉
、新
海
老
津
、海
老
津
、

上
畑
、野
間
三
、野
間
四

戸
切
、戸
切
百
合
野

新
松
原
、三
吉
団
地
、三
吉

戸
切
百
合
野
、戸
切
白
谷
、上
海
老
津
、東
海

老
津
、新
海
老
津
、海
老
津

糠
塚

、山
田
、東
松
原
、百
合
ケ
丘
、鍋
田
、

高
陽
、東
高
陽
、南
高
陽
、西
高
陽
、海
老
津
、

新
海
老
津
、東
海
老
津
、上
海
老
津

月
２
回
汲
取
り

内
浦
、手
野
、新
松
原
、三
吉
、吉

木
、元
松
原
、西
黒
山
、東
黒
山
、

糠
塚

吉
木
、高
倉
、上
高
倉
、高
塚
、新

海
老
津
、海
老
津
、上
畑

野
間
四
、東
山
田
、戸
切
白
谷
、戸

切
、海
老
津
、高
陽
、東
松
原

湯
川
、波
津
、原
、内
浦

月
２
回
汲
取
り

吉
木
、高
塚
、元
松
原
、西
黒
山

内
浦

野
間
三(

高
倉
団
地
、西
鉄
団
地)

、野
間
四

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、戸
切
、戸
切
百
合
野
、

戸
切
白
谷

吉
木
、高
倉
、山
田
峠
、東
山
田
、茅
原
、

東
松
原

波
津
、原
、吉
木
、高
塚
、野
間
二
、野
間
四

吉
木
、高
倉
、上
高
倉

戸
切
百
合
野
、海
老
津
、野
間
一
、野
間
二
、

野
間
四

上
高
倉
、緑
ヶ
丘
、西
山
田
、海
老
津
、上
畑
、

野
間
一
、野
間
二
、野
間
四
、旭
台

茅
原
、海
老
津
、新
海
老
津
、野
間
二
、野
間

三
、野
間
四

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、原
、新
松
原
、

三
吉
、元
松
原

月
２
回
汲
取
り
Ｃ
、内
浦
、手
野
、

西
黒
山
、糠
塚

手
野
、新
松
原
、東
黒
山
、東
山

田
、海
老
津
、新
海
老
津
、上
畑

内
浦
、高
倉
、西
黒
山
、東
黒
山
、

糠
塚
、海
老
津
、新
海
老
津
、野
間

一
、野
間
四

戸
切
白
谷
、戸
切
、海
老
津
、

上
海
老
津

月
2
回
汲
取
り
B

新
松
原
、三
吉

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、原
、内
浦

月
２
回
汲
取
り
Ｂ

三
吉
、吉
木

吉
木
、高
塚

三
吉

吉
木

手
野
、新
松
原
、西
黒
山
、東
黒
山
、糠
塚

海
老
津

塚
原

手
野
、戸
切
、戸
切
百
合
野

湯
川
、波
津
、内
浦
、西
黒
山

月
２
回
汲
取
り
Ｂ

高
倉
、上
高
倉
、高
塚
、糠
塚

高
倉
、吉
木
、元
松
原

月
２
回
汲
取
り
Ａ

月
２
回
汲
取
り
Ｂ

月
２
回
汲
取
り
Ｃ

吉
木
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●有料シールを貼付してください。
●大型ごみは自宅まで取りに行きます。
●出せるごみについてはごみの分け方、
出し方をご覧ください。

大型家庭ごみ収集日程
収集日の2日前までに

役場環境共生課生活環境係へ電話でお申し込みください。

〔偶数月=可燃性・奇数月=不燃物〕

金

木

木

金

土

土

第
1

第
2

第2金曜日に変更

第2木曜日に変更

湯川、波津、原、内浦、元松原、
手野、新松原

戸切、戸切白谷、戸切百合野、
上海老津、山田峠、龍王団地

吉木、西黒山、東黒山、高塚、塚原、三吉、
三吉団地、糖塚、山田、上高倉、高倉

東松原、百合ヶ丘、東海老津、高陽、
東高陽、鍋田、南高陽、西高陽

木

土

第4水

金第
3

茅原、南山田、東山田、緑ヶ丘

野間（1、2、3、4）、西山田

海老津、つくし会、上畑、
新海老津

旭東、旭中、旭西、旭南、高尾、
松ヶ台、公園通り

☆１月の納期
●国民年金保険料………………1月分
●保育料…………………………1月分
●町営住宅家賃…………………1月分
●町県民税(普徴)………………4期分
●国民健康保険税………………8期分

税
の
標
語

そ
の
税
で

ま
ち
に
笑
顔
を

ふ
や
そ
う
よ

清
田

真
帆

☆各種相談
●心配ごと相談……
10日(金)｢西部公民館｣･17日(金)
｢東部公民館｣･24日(金)
｢いこいの里｣、13:30～16:00
●法律相談…10日(金)｢いこいの里｣、
13:30～16:30 ※電話予約が必要です。
1２８３－２９４０へ
●行政相談…
10日(金)･24日(金)
｢いこいの里｣、13:30～16:00
●女性のための悩みごと相談…
21日(火)｢いこいの里｣、10:00～14:00
企画政策室企画係（女性政策担当へ）
※電話予約が必要です。
●教育電話相談（教育委員会内）

1２８２－４８８４《毎週月・水・金曜日》

☆休日・夜間の当番医は
遠賀郡消防署 1293－1231へ
その時、診察してもらえる当番医を教
えてくれます

波津、吉木、高塚、戸切百合野

上畑、海老津、百合ヶ丘

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、戸切百合野

東黒山、塚原、手野、吉木、三吉、三吉団地、
原、波津、内浦
糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、新海老津、
高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原
波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、戸切、
元松原、西黒山、高倉、上高倉

人頭制月２回小型
汲取り収集地区
従量制月２回大型
汲取り収集地区 A（1回目）

B（2回目）

A（1回目）

B（2回目）

C（3回目）

従量制月２回大型
汲取り収集地区
従量制月２回小型
汲取り収集地区
従量制月２回小型
汲取り収集地区
従量制月２回小型
汲取り収集地区

し尿収集日程表（月2回汲取り）

1
◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
ち
ー
ち
ゃ
ん
す(

ア
カ
ペ
ラ)

」(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

18:

30
〜
19:

00

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
冨
久
美
新
舞
踊(

冨
久
美
あ
や
子)

」(

い
こ
い
の
里)

12:
00
〜
13:

00

◎
弓
道
連
盟
・
新
年
東
西
対
抗
百
射
会(

町
民
弓
道
場)

9:

00
〜
16:

00

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
藤
丘
新
舞
踊(

藤
丘
竜
聖)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

◎
お
は
な
し
会(
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(
こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

9:

00
〜
9:

20
受
付

◎
い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ
教
室「
申
込
制
」(

い
こ
い
の
里)

9:

30
〜
14:

00

◎
健
康
相
談
・
栄
養
相
談(

い
こ
い
の
里)

10:

00
〜
11:

00

◎
子
育
て
相
談(

い
こ
い
の
里)

10:
00
〜
11:

00

◎
１
歳
６
か
月
児
健
診(

い
こ
い
の
里)
13:
00
〜
13:

20
受
付

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
・
岩
屋
海
岸
め
ぐ
り(

芦
屋
町)
8:

30
〜
15:

00

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流(
翼
し
げ
る)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館(

い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
16:

00

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜

◎
遠
賀
郡
各
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

(

遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー)

8:

20
〜
14:

00

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
花
柳
流(

花
柳
朱
扇
会)

」

(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

◎
第
10
回
い
ち
ご
畑
の
大
音
楽
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
〜
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

や
っ
て
来
た
〜(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

○
開
演
＝
14:

00

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

9:

00
〜
9:

20
受
付

◎
に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」(

中
央
公
民
館)

10:

00
〜
12:

30

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
末
広
会(

吹
雪
さ
く
ら)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

◎
２
歳
児
相
談(

い
こ
い
の
里)

初
回
＝
13:

10
〜
13:

30
受
付

２
回
目
以
降
＝
13:

00
〜
13:

15
受
付

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
月
例
会(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ)

10:

00
〜
12:

00

17
（金）

18
（土）

19
（日）

20
（月）

21
（火）

22
（水）

23
（木）

24
（金）

25
（土）

26
（日）

27
（月）

28
（火）

29
（水）

30
（木）

31
（金）

駅前ギャラリー
１月上旬
……『岡垣美術家連盟作品展』

１月下旬
……『駅前ぎゃらりー年賀状展』



15人

80人

137

16,435人(-9)

14,739人(-18)

88人

34人

46

（11月末）

町内の交通事故状況（人身）

救急・火災医療 11月分

事故件数（件）

死亡者数（人）

重傷者数（人）

軽傷者数（人）

遠賀郡消防本部
1293-3921

82
83

0
0

31,174人(-27)

11,074世帯(+2)

19

0

0

20

159

2

13

199

12

0

0

17

152

1

10

190

10月

10月

ホ
ッ
ト
な
話
題

お
待
ち
し

お
待
ち
し
て
ま
す
。

お
待
ち
し
て
ま
す
。

地
名
の
由
来

『山田村絵図面』（抄）

●発行／岡垣町役場 〒811-4233福岡県遠賀郡岡垣町大字野間697番地1 1093（282）1211 ●編集／地域づくり課 ●印刷／コロニー印刷

11月号に温泉に行った時の事を書きましたが、今度は
黒川温泉に行ってきました。黒川温泉は、阿蘇北側の山
あいの閑静な環境にあり、春夏秋冬を満喫できる自然の
魅力と個性的な露天風呂の数々で今大人気の温泉地です。
さて、突然ですが『湯けむりクイズ』！1960年頃は

約1,200か所と言われていた日本の温泉の数。現在では
何か所くらいに増えているでしょうか？温泉を掘るボウ
リング技術が発達して、大深度まで掘れるようになった
ことに加えて、ふるさと創生事業などにより、公営の日
帰り温泉がたくさん誕生しました。答えは2,800か所です。
みなさんは温泉が好きですか？ (村上)

▼町の話題として掲載していますが、芦屋競艇場で行われた
「第37回遠賀・中間地区農業祭」を取材に行きました。私が現
地についたのが午前９時くらいでちょうど農業祭が始まっ
たころでした。しかし、駐車場に入ってみてビックリ。まだ始
まったばかりだというのに、車はビッシリ、人もビッシリ。カメ
ラ片手なだけに会場を動くのにも一苦労の超満員でした。会
場につき、しばらくすると、他市町村の広報担当さんに会う
ことができました。その人は広報担当年数も長く、「農業祭は
人が多いから写真を撮るならここが良いよ。」などとアドバ
イスをいただきました。このような取材を通して広報担当と
しての技術の向上をめざしたいと思います。 (三浦)

茅か
や

原は
ら

大
字
山
田
の
小
字
で
、
五
四
番

地
か
ら
一
三
九
番
地
の
範
囲
。
県
道
岡
垣
・

宗
像
線(

旧
国
道
３
号
線)
赤
井
手
交
差
点

の
西
側
一
帯
で
、
昭
和
四
十
年
頃
か
ら
の

団
地
造
成
や
開
発
で
全
域
が
宅
地
化
さ
れ

た
。
茅
原
区
と
吉
野
ケ
丘
団
地
を
含
む
区

域
で
あ
る
。

茅
原
と
い
う
地
名
の
由
来
を
探
る
に
あ

た
り
、
小
字
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
こ

う
。
我
が
国
で
は
、
江
戸
時
代
ま
で
土
地

に
地
番
は
無
く
、｢

ホ
ノ
ケ｣

と
呼
ば
れ
る

小
地
名
で
場
所
を
特
定
し
て
い
た
。
ホ
ノ

ケ
と
所
有
者
、
田
畑
の
等
級
、
面
積
で
一

筆
の
土
地
を
把は

握あ
く

で
き
た
の
で
あ
る
。
例

え
ば
、
ホ
ノ
ケ
が
赤
井
手
の
何
某
所
有
の

上
田
七
畝
三
歩
と
下
畑
二
十
三
歩
と
あ
れ

ば
、
村
人
に
は
肥ひ

沃よ
く

な
水
田
一
筆
と
地
味

の
悪
い
畑
一
筆
が
特
定
で
き
た
。
ホ
ノ
ケ

が
無
数
に
あ
っ
て
こ
そ
成
立
す
る
話
し
で

あ
る
。

明
治
六
年(

一
八
七
三)

の
地
租
改
正
で
、

ホ
ノ
ケ
を
整
理
し
て｢

字｣

と
し
、
土
地
一

筆
ご
と
に
地
番
を
付
し
て
地
図(

字あ
ざ

限ぎ
り

図ず

・

字
図)

を
整
備
し
、
所
有
者
に
地
券
を
交

付
し
た
。
現
在
の
小
字
と
地
番
が
成
立
し

た
の
で
あ
る
。
岡
垣
町
の
場
合
、
五
〜
二

〇
個
の
ホ
ノ
ケ
を
整
理
し
て
一
字
に
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在

の
茅
原
地
区
内
に
江
戸
時
代
に
茅
原
と
呼

ば
れ
て
い
た
真
の
茅
原
が
存
在
す
る
こ
と

に
な
る
。
そ
こ
で
、
茅
原
の
記
録
を
調
べ

て
み
る
と
、『
筑
前
国
続し
ょ
く

風ふ

土ど

記き

拾し
ゅ

遺う
い

』の

山
田
村
の
頂
に
、｢

本
村
及
茅
原
ニ
所｣

と

あ
り
、
本
村
と
茅
原
の
ニ
か
所
に
人
家
が

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
文
政
三
年
頃(

一

八
二
〇)

の
記
録
で
あ
る
。
元
禄
五
年
頃

(

一
六
九
ニ)

の
記
録
に
は
見
え
な
い
か
ら
、

こ
の
間
に
農
民
が
定
住
し
て
水
田
耕
作
や

茅
原
の
開か
い

墾こ
ん

が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

江
戸
末
期
頃
に
作
製
さ
れ
た『
山
田
村
繪

図
面
』に
は
、
四
軒
の
人
家
が
描
か
れ
て

い
る
。『
広
辞
苑
』に
、
茅
は【
茅
・
萱
】チ

ガ
ヤ
・
ス
ゲ
・
ス
ス
キ
な
ど
の
イ
ネ
科
草

本
の
総
称
。
屋
根
を
葺
く
に
用
い
る
。
小

萱
。
と
あ
る
か
ら
、
茅
原
は
ス
ス
キ
が
自

生
す
る
原
野
の
意
で
あ
る
。
山
田
村
の
繪

図
面
を
眺な
が

め
地
形
を
考
え
れ
ば
、
四
軒
の

人
家
は
地
元
の
旧
家
、
秋
武
さ
ん
と
石
田

さ
ん
の
お
屋
敷
付
近
で
あ
る
。
両
家
共
に

篤と
く

農の
う

家か

と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
お
屋
敷

の
南
側
前
面
の
平
坦
地
が
茅
原
に
違
い
な

い
。
先
人
が
気
の
遠
く
な
る
ほ
ど
の
時
を

重
ね
て
開
墾
し
、
緑
の
農
地
に
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

さ
て
、
茅
原
の
発
音
に
つ
い
て
考
え
て

み
よ
う
。
現
在
で
は
、
カ
ヤ
ハ
ラ
、
カ
ヤ

ワ
ラ
、
カ
イ
ワ
ラ
な
ど
と
発
音
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
寛
政
五
年(

一
七
九
三)

の『
筑
前
国
続
風
土
記
附
録
』の
山
田
村
の

項
に｢

大
月
堂
カ
ヤ
ワ
ラ｣

と
あ
る
。
大
月

堂
は
繪
図
面
に
も
あ
る
大
日
堂
の
こ
と
で

あ
る
。
明
治
十
五
年
に
内
務
省
が
全
国

の
小
地
名
を
採
録

し
た
『
明
治
十
五
年

字
小し
ょ
う

名み
ょ
う

調し
ら
べ

』は
茅か
や

原

と
し
て
い
る
。
最
初

が
カ
ヤ
ハ
ラ
で
カ
ヤ

ワ
ラ
と
変
化
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

｢

住
居
表
示｣

の
実

施
に
よ
り
小
字
と
し

て
の
茅
原
は
消
滅
し

た
が
、
こ
の
区
域
と

重
複
す
る
形
で
昭
和

四
十
九
年
に
発
足
し

た
茅
原
区(

一
一
五

世
帯
、
人
口
ニ
七
八

名)

が
そ
の
名
を
受

け
継
い
で
い
る
。

羽
山

健
一


